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令和 8年 5月 病児・病後児保育室「いよっこすまいる」

さわやかな風が吹く、心地よい季節になりました。新年度がスタートして lヶ月が過

ぎ、新しい環境に少しずつ慣れてきた頃かと思います。しかし、頑張つている疲れが出

て、けがをしたり、体調を崩したりしやすい時期でもあります。正しい生活リズムを心

がけ、健康に過ごしていきましょう。
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こんな病気に注意 !

RSウイ′ιス感染症
アテノウイルス・気管支贅

発熱・嘔吐 なこ

便秘解消は朝が勝負 :

便秘がちな子どもが増えています。便秘を

解消するには、朝の過ごし方がとても大事で

す。まずは朝ごはんをしっかり食べること。特

に穀類を多めにします。一緒にきのこや野菜

がたつぶり入つた具だくさんの汁を飲むと、

朝の腸が活発になります。また、ゆっくリトイ

レに入る時間を作ることも大切です。

鼻血が出た時は、まず子どもの衣服をゆるめてら<にさせ

ます。鼻の付け根を指で挟み、圧迫して止血します。出血

が治まらない時は、鼻の穴の入□近くに脱脂綿などを詰

め、様子を見ます。鼻の付け根を冷やすのもよいでしょう。

20分以上出血が止まらない場合は、病気の可能性もある
ので、受診しましょう。

鼻血が出た時に上を向か

せると、血が喉に流れて

吐き気をもよおす場合が

あるので、頭は下に向か

せましょう。

病児保育室をご利用の

際には、事前に今年度の

登録が必要ですので、

よろしくお願いします。
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気管支喘息 (きかんしぜんそ<)は、アレルギー体質が原因とされる場合
がほとんどです。アレルゲンとして多いのは、ほこり、ダニ、カビ、花粉、

ペットの毛やタバコの煙などです。呼吸が苦しくなり、たんが絡んだ咳が

出ます。幼児期に発症することが多<、 発作を繰り返すうちに気道が過敏

になり、少しの刺激で発作が起きやすくなります。季節の変わり日は、体

調を崩しやすいので注意しましょう。
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爪について

麒の鉤き

指先を保護したり、手の平倶1からの感触を受け止めた

りする他にも、爪から健康状態を矢□ることができま

す。爪全体の色が紫色をしていたり、白くにごってい

たり、すじや溝ができている場合は病気の可能性もあ

るので、気になる場合は病院へ行きましょう。
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爪 (つめ)がイ申びていると、反達をひつ  ―・ ‐・_ _・ ‐―‐――‐
かいてしまったり、折れたりなどと、け 1 麒赫録さ
がの原因となります。また爪は、汚れが |

溜まり不潔になりやすいところにもか 
―  指先を保護したり、手の平倶1からの感触を受け止めた  |

かわらず、指しゃぶりや爪をかむくせが |  りする他にも、爪から健康状態を矢□ることができま  |

ある子も多く、汚れたままにしておくと |  す0爪全体の色が紫色をしていたり、白くにごってい  |

ばい菌を直接取り込んでしまいます。週 |  たり、すじや溝ができている場合は病気の可能性もあ  ‐

に一度は指先のチェックを行うように |  るので、気になる場合は病院へ行きましょう。
しましょう。

爪ケアのポイント

爪の手入れの目安は 1週間に 1回程度です。お風呂上がりの爪が

やわらかい時が切りやすいのですが、切り過ぎるとばい菌が入る

亀欝  塩二眩鰤yI~ノ写膵鱚    
こともあるので深爪にならないよう、十分に気を付けましょう。
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